
《
廿
日
市
市
議
会
》

令
和
２
年
３
月
定
例
会

（
２
月
25
日
～
３
月
23
日
）

議
案
48
件
、
諮
問
１
件
、
報
告
４
件
、

所
管
事
務
調
査

令
和
２
年
度
予
算
概
要

一
般
会
計

５
３
０
億
円(

25
億
円
減)

特
別
会
計

２
６
１
億
円(

64
億
円
減)

企
業
会
計

１
３
１
億
円(

93
億
円
増)

＊
下
水
道
関
連
等
が
企
業
会
計
に
変
更

全
会
計
合
計
９
２
２
億
円

市
債
残
高

７
１
８
億
円(

24
億
円
増)

基
金
残
高 

 

４
７
億
円(

９
億
円
減)

私
の
一
般
質
問
（２
月
27
日
）

１
．
資
源
回
収
推
進
報
奨
金
の
増
額

（背
景
）

・
資
源
回
収
推
進
報
奨
金
制
度
は
、
子

ど
も
会
、
町
内
会
及
び
自
治
会
な
ど
の

団
体
が
、
集
団
で
行
う
資
源
回
収
活
動

に
対
し
、
そ
の
回
収
量
に
応
じ
て
報
奨

金
を
交
付
す
る
制
度
で
、
平
成
３
年
度

か
ら
実
施
。（
交
付
団
体
登
録
が
必
要
）

（質
問
）
林

た
だ
ま
さ

現
在
で
は
、
市
の
資
源
ご
み
回
収
制

度
及
び
地
区
と
業
者
の
契
約
で
資
源

回
収
対
応
が
十
分
で
き
て
お
り
、
こ
の

制
度
の
意
味
合
い
は
薄
れ
て
、
将
来
的

に
は
事
業
と
し
て
は
廃
止
し
、
通
常
で

の
業
者
の
引
取
り
金
額
ベ
ー
ス
に
す

る
べ
き
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
事

業
に
対
し
今
回
の
家
庭
系
燃
え
る
ご

み
有
料
化
の
原
資
で
、
キ
ロ
当
た
り
３

円
を
５
円
に
増
額
す
る
の
は
有
料
化

で
負
担
さ
せ
ら
れ
る
一
般
市
民
の
納

得
が
得
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
改
め

て
、
そ
の
原
資
は
燃
え
る
ご
み
の
焼
却

処
理
費
に
充
て
る
べ
き
も
の
と
思
わ

れ
る
が
、
市
の
考
え
を
問
う
。

（答
弁
）
瀧
本

環
境
担
当
部
長

地
域
の
集
団
回
収
活
動
へ
の
報
奨

金
制
度
は
、
市
民
が
一
緒
に
な
っ
て
回

収
活
動
す
る
こ
と
に
よ
り
、
資
源
の
有

効
利
用
及
び
環
境
の
保
全
へ
の
理
解

を
深
め
る
。
こ
う
し
た
な
か
、
回
収
業

者
の
引
取
り
金
額
は
、
近
年
、
下
落
傾

向
が
続
き
、
資
源
ご
み
の
回
収
意
欲
に

も
影
響
が
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
、
報
奨

金
を
増
額
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

（
再
質
問
で
集
団
回
収
方
式
だ
け
補

填
す
る
の
は
公
平
性
に
欠
け
る
し
、
プ

ー
ル
・
仕
分
け
の
集
団
回
収
方
式
よ
り
、

各
地
区
で
毎
月
決
め
ら
れ
た
日
に
出

す
方
が
合
理
的
で
は
な
い
の
か
と
い

う
質
疑
に
対
し
、
集
団
回
収
は
環
境
活

動
に
役
立
っ
て
い
る
と
の
答
弁
）

２
．
下
水
浄
化
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る

バ
イ
オ
ガ
ス
の
活
用

（背
景
）

・
先
日
会
派
で
、
沖
縄
県
糸
満
市
の
下

水
浄
化
セ
ン
タ
ー
バ
イ
オ
ガ
ス
活
用

の
先
進
事
例
を
視
察
。

本
事
業
は
、
糸
満
市
浄
化
セ
ン
タ
ー

の
下
水
処
理
工
程
で
発
生
す
る
バ
イ

オ
ガ
ス
を
燃
料
と
し
、
C

G

S
を
用

い
て
発
電
。
発
電
し
た
電
気
を
、
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
固
定
価
格
買
取

制
度
を
活
用
し
て
売
電
（
近
隣
工
業
団

地
へ
供
給
）
し
、
発
電
時
の
廃
熱
か
ら

温
水
を
作
り
、
近
隣
会
社
の
塩
製
造
工

程
に
お
い
て
有
効
活
用
を
し
て
い
る
。
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・
本
市
の
浄
化
セ
ン
タ
ー
で
は
バ
イ

オ
ガ
ス
発
生
装
置
を
未
整
備
。
こ
れ
に

対
し
隣
の
広
島
市
西
部
水
資
源
再
生

セ
ン
タ
ー
は
、
広
島
市
の
約
７
割
を
処

理
し
汚
泥
量
を
削
減
す
る
た
め
に
バ

イ
オ
ガ
ス
発
生
装
置
を
整
備
。
そ
の
バ

イ
オ
ガ
ス
を
活
用
し
て
発
電
し
、
固
定

価
格
買
取
制
度
を
利
用
し
て
売
電
。

（質
問
）
林

た
だ
ま
さ

バ
イ
オ
ガ
ス
を
活
用
す
る
た
め
に

は
、
そ
の
装
置
の
整
備
等
が
必
要
で
あ

る
が
、
地
球
温
暖
化
防
止
の
視
点
で
、

電
力
の
固
定
価
格
買
取
制
度
を
利
用

す
る
な
ど
、
下
水
浄
化
セ
ン
タ
ー
に
お

け
る
バ
イ
オ
ガ
ス
の
活
用
に
つ
い
て

市
の
考
え
を
問
う
。

（答
弁
）
川
本

下
水
道
担
当
部
長

平
成
26
年
度
に
本
市
の
下
水
処
理

場
で
発
生
す
る
汚
泥
量
、
性
状
等
を
踏

ま
え
、
汚
泥
処
理
シ
ス
テ
ム
の
全
体
計

画
を
総
合
的
に
見
直
し
た
結
果
、
汚
泥

処
分
が
安
定
的
、
経
済
的
、
ま
た
、
資

源
利
用
の
観
点
か
ら
、
現
行
の
分
離
濃

縮
・
脱
水
と
し
た
処
分
方
式
を
事
業
計

画
に
位
置
付
け
た
経
緯
が
あ
る
。
こ
の

こ
と
か
ら
、
現
在
は
、
廿
日
市
浄
化
セ

ン
タ
ー
、
大
野
浄
化
セ
ン
タ
ー
で
濃
縮

設
備
の
新
設
や
脱
水
機
の
更
新
工
事

を
実
施
し
て
お
り
、
消
化
に
必
要
な
タ

ン
ク
や
ガ
ス
ホ
ル
ダ
ー
設
備
等
の
整

備
を
行
う
予
定
は
な
い
。

（
再
質
問
で
下
水
処
理
工
程
だ
け
で

な
く
、
副
次
的
な
効
果
も
踏
ま
え
て
総

合
的
な
評
価
は
ど
う
か
と
い
う
質
疑

に
対
し
、
消
化
ガ
ス
方
式
の
場
合
は
汚

泥
量
の
削
減
、
固
定
価
格
買
取
制
度
に

よ
る
売
電
効
果
は
あ
る
が
、
多
額
の
設

備
コ
ス
ト
が
掛
か
る
と
の
答
弁
。）

３
．
串
戸
交
差
点
に
向
け
て
の
国
道

２
号
上
り
線
の
渋
滞
対
応
等

（質
問
）
林

た
だ
ま
さ

①
ゆ
め
タ
ウ
ン
廿
日
市
が
オ
ー
プ
ン

し
て
５
年
余
り
に
な
る
が
、
国
道
２
号

串
戸
交
差
点
信
号
を
ネ
ッ
ク
に
い
つ

も
上
り
線
が
渋
滞
し
、
時
間
帯
に
よ
っ

て
は
地
御
前
付
近
ま
で
繋
が
っ
て
い

る
こ
と
も
あ
る
。
交
差
す
る
廿
日
市
港

線
側
線
が
左
折
フ
リ
ー
に
な
れ
ば
国

道
２
号
の
信
号
時
間
確
保
が
で
き
る

が
、
交
通
安
全
上
困
難
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
そ
こ
で
渋
滞
状
況
に
対
応
し
た

信
号
の
調
整
は
で
き
な
い
か
。
更
に
歩

道
橋
整
備
に
よ
る
左
折
フ
リ
ー
は
で

き
な
い
か
。
市
の
考
え
を
問
う
。

②
今
後
、
広
島
は
つ
か
い
ち
大
橋
の
４

車
線
化
が
実
現
し
、
木
材
港
埋
立
事
業

が
推
進
さ
れ
る
と
、
廿
日
市
港
線
、
廿

日
市
港
線
側
線
も
非
常
に
渋
滞
す
る

こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
改
め
て
、
木
材

港
西
か
ら
廿
日
市
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
間
の
広
島
南
道
路
の
実
現
が
望
ま

れ
る
。
こ
れ
ま
で
も
「
広
島
南
道
路
整

備
促
進
期
成
同
盟
会
」
に
よ
る
陳
情
活

動
が
展
開
さ
れ
て
い
る
が
、
事
業
主
体

結
成
に
繋
が
る
見
込
み
は
ど
う
か
、
市

の
考
え
を
問
う
。

（答
弁
）
河
崎

建
設
部
長

①
国
道
２
号
の
串
戸
交
差
点
を
含
め

多
く
の
信
号
機
が
あ
る
交
差
点
が
連

続
し
設
置
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、

扇
新
開
交
差
点
、
宮
内
分
か
れ
交
差
点
、

串
戸
交
差
点
な
ど
、
他
地
域
か
ら
国
道

２
号
へ
接
続
す
る
交
差
点
で
あ
り
、
国

道
２
号
の
信
号
時
間
に
つ
い
て
は
、
こ

れ
ら
の
信
号
箇
所
か
ら
の
流
入
も
考

慮
し
つ
つ
、
上
り
、
下
り
線
の
円
滑
な

処
理
が
可
能
と
な
る
よ
う
調
整
さ
れ

て
い
る
。
議
員
が
指
摘
の
渋
滞
状
況
に

つ
い
て
は
、
宮
内
分
か
れ
交
差
点
、
串

戸
交
差
点
に
設
置
さ
れ
た
セ
ン
サ
ー

で
分
析
さ
れ
最
適
と
な
る
よ
う
調
整

さ
れ
て
い
る
。
一
方
歩
道
橋
の
整
備
は

費
用
対
効
果
の
面
か
ら
困
難
。

（
調
整
が
適
格
か
の
検
証
要
請
す
る
）

②
広
島
南
道
路
に
つ
い
て
は
、
未
事
業

区
間
の
う
ち
、
木
材
港
西
か
ら
廿
日
市

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
間
の
優
先
的
な

整
備
に
つ
い
て
、
関
係
自
治
団
体
や
経

済
界
で
構
成
さ
れ
る
期
成
同
盟
会
や

広
島
広
域
都
市
圏
協
議
会
な
ど
を
通

じ
て
、
引
き
続
き
国
・
県
に
要
望
し
て

い
る
が
、
事
業
主
体
が
決
定
し
て
な
い
。

今
後
も
、
引
き
続
き
関
係
団
体
な
ど
と

一
体
と
な
っ
て
、
早
期
に
事
業
主
体
を

決
定
し
て
も
ら
う
様
働
き
か
け
る
。

（
再
質
問
で
広
島
南
道
路
実
現
ま
で

の
対
応
策
と
し
て
廿
日
市
港
線
か
ら

西
広
島
バ
イ
パ
ス
へ
の
動
線
機
能
の

充
実
が
必
要
と
質
疑
し
、
県
と
も
連
携

し
て
取
り
組
ん
で
い
る
と
の
答
弁
）

あ
と
が
き

・
予
算
特
別
委
員
会
で
も
資
源
回
収

推
進
報
奨
金
の
増
額
は
不
合
理
で
、
燃

え
る
ご
み
有
料
化
を
負
担
す
る
一
般

市
民
の
納
得
が
得
ら
れ
る
も
の
で
は

な
い
点
を
指
摘
し
、
原
資
を
ご
み
焼
却

費
に
充
当
す
る
修
正
予
算
を
提
出
。
結

果
的
に
は
賛
成
少
数
で
否
決
さ
れ
た

が
、
将
来
的
な
懸
念
は
残
る
。

・
新
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
対
策
で

本
市
も
国
・
県
の
方
針
を
受
け
て
３
月

２
日
か
ら
25
日
ま
で
市
立
小
学
校
、

中
学
校
27
校
全
校
を
臨
時
休
校
す
る

な
ど
対
応
。
各
自
に
置
か
れ
て
も
手
洗

い
・
う
が
い
の
徹
底
等
で
感
染
予
防
に

充
分
留
意
頂
く
様
お
願
い
し
ま
す
。




